
バイオマス発電 《バイオマスとは》
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■バイオマス：動植物由来の有機物でエネルギーとなる⽣物資源の総称

■バイオマス発電：バイオマスを燃料とした発電。燃焼時に発⽣するCO2は、⽣物が⾃然環境から取り込んだ分を
排出しているので、トータルではカーボンニュートラルとされている。
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・地域で発⽣した廃棄物を利⽤して、その地域の電⼒を⽣み出す循環型社会の構築に寄与できる。

■バイオマス発電の短所

■バイオマス発電の⻑所

・⾃然環境に依存しないため、安定した発電量を確保することができる。
・焼却過程で発⽣する熱を利⽤することで、エネルギー回収効率を⾼めることができる。

・燃料によっては世界の⾷料問題と競合する。
・⽊質ペレットを作るために原⽣林を伐採するなど森林破壊が問題になっている。

・バイオマスが広く薄く散在しているため、収集運搬にかかるコストが⾼い。

・燃料によっては発電所の操業が難しく、⻑期間の連続運転が難しい。
・他の発電⽅式に⽐較して発電コストが⾼い。

バイオマス発電 《バイオマス発電の特徴》

・カーボンニュートラルとみなして、⼤気中のCO2総量に影響しない。



バイオマス発電 《ごみ発電》

廃棄物 事業系⼀般廃棄物
家庭廃棄物

⼀般廃棄物

産業廃棄物

廃棄物分析を定期的に⾏ってバイオマス⽐率を調べ、
バイオマス分には、固定価格買取制度（FIT)が適⽤される

焼却炉 ストーカ式
流動床式
回転炉式

ガス化溶融炉 シャフト式
キルン式
流動床式

施設 ■ごみ発電の特徴
・燃焼に伴って発⽣する⼤気汚染物質(NOx,SOX,HCl,ばいじん
等)、有害物質(Hg,ダイオキシン等)に対する⾼度な排ガス
処理設備が必要。

・排ガス性状の腐⾷性が強いので、ボイラ⽔管等の使⽤材料
が特殊となり、⽕⼒発電ほどの⾼圧･⾼温蒸気にすることが
できず、発電効率は5〜15%程度と低い。

・ごみ発熱量が⼀定でないので燃焼制御が難しく発電電⼒が
安定しない。

・市街地周辺に設置されるので、地域住⺠への配慮が必要。

ごみ発電：ごみの焼却処理で発⽣する熱エネルギーを利⽤してボイラ・タービンを使って発電する。


